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	応用
	抗原情報
	背景
	プロメラニン凝集ホルモン（PMCH）ホモサピエンス この遺伝子は、タンパク質分解によって複数のタンパク質産物を生成するプレプロタンパク質をコードしています。これらの産物には、メラニン凝集ホルモン（MCH）、神経ペプチド-グルタミン酸-イソロイシン（NEI）、神経ペプチド-グリシン-グルタミン酸（NGE）が含まれます。メラニン凝集ホルモンは19アミノ酸からなる神経ペプチドで、空腹感を刺激するほか、エネルギー恒常性、生殖機能、睡眠も調節している可能性があります。この遺伝子の擬似遺伝子は5番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2015年7月] 機能：MCHは、摂食や一般的な覚醒など、目標指向行動の調節に関わる幅広い神経機能において、神経伝達物質または神経調節物質として作用する可能性があります。精母細胞の分化にも関与している可能性がある。,PTM:脳および末梢臓器で異なる処理を受け、2つの神経ペプチド、NEIとMCHを生成する。3番目のペプチド、NGEも生成される可能性がある。プロホルモン転換酵素2（PC2）によるニューロンでの優先的な処理により、NEIが発生する。MCHは、PC1/3、PC2、PC5/6などのいくつかのプロホルモン転換酵素によって、外側視床下部領域のニューロンで生成される。,類似性:メラニン凝集ホルモンファミリーに属する。,組織特異性:主に外側視床下部で発現し、淡蒼球、大脳新皮質、小脳でも検出される。また、胸腺、褐色脂肪組織、十二指腸、精巣（精原細胞、初期精母細胞、セルトリ細胞）にも見られる。末梢血では発現しない。脳では、成熟したMCHおよびNEIペプチドのみが存在している。末梢組織では、前駆体の NEI ドメインと MCH ドメインを含む大きな産物が主に見つかります。
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	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
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